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Ohshima-Kusuo Report 

参
議
院 

本
会
議
に
登
壇 

 

2017.05 月号 

【連絡先】 

 民進党参議院比例区第 37総支部 

参議院議員 大島九州男 

□福岡県直方市感田 1466-3 
     電話 0949-28-8162 

□東京都千代田区永田町 2-1-1 
     参議院議員会館９１０号室 

      電話 03-6550-0910 
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本 

会 

議 

政
策
活
動 

第

回 

通
常
国
会
論
戦
続
く 

其
の
２ 

○
本
会
議 

質
問
要
旨
○ 

①
復
興
大
臣
に
就
任
し
た
心
構
え
、
原
発
事

故
の
受
け
止
め
方 

 

②
自
己
責
任
な
ど
の
心
な
い
発
言
の
真
意 

 

③
汚
染
者
負
担
の
原
則
に
矛
盾
し
な
い
論
理 

 

④
新
た
な
国
民
負
担
に
つ
い
て
の
国
民
へ
の
納

得
い
く
説
明 

 

⑤
新
た
な
国
民
負
担
に
つ
い
て
の
国
民
へ
の
周

知
の
仕
方 

 

⑥
帰
還
困
難
区
域
全
域
に
お
け
る
除
染
費
用

の
負
担
の
在
り
方 

 

⑦
大
臣
の
自
主
避
難
者
の
発
言
が
新
た
な
い

じ
め
を
生
む
可
能
性 

 

⑧
い
じ
め
が
発
生
す
る
可
能
性
に
対
し
て
の

対
応
方
針 

 

⑨
健
康
被
害
の
不
安
を
解
消
す
る
健
康
調
査

等
の
対
策 

 

４
月
１９
日
、
参
議
院 

本
会
議
に
お
い
て
、

福
島
復
興
再
生
特
別
措
置
法
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
案
に
つ
い
て
、
会
派
を
代
表
し
て

質
問
し
ま
し
た
。 

 

冒
頭
、
今
村
復
興
大
臣
の
自
主
避
難
者
に

対
す
る
暴
言
に
対
し
、
安
倍
総
理
大
臣
に
任

命
責
任
を
果
た
す
べ
く
今
村
復
興
大
臣
の
罷

免
を
強
く
求
め
ま
し
た
。 

専
門
職
の
人
材
育
成
に
取
り

組
ん
で
き
た
大
島
九
州
男
に
は

十
年
が
か
り
の
第
一
歩
の
法
律

案
で
す
。 

民
進
党
内
の
文
部
科
学
部
門

に
関
係
す
る
議
員
に
対
し
、
現

場
へ
の
理
解
を
深
め
て
、
法
案

審
査
だ
け
で
な
く
今
後
の
制
度

設
計
に
繋
げ
る
た
め
、
あ
ら
ゆ

る
機
会
を
用
い
て
関
係
団
体
か

ら
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
勉
強
会
を

開
催
し
ま
し
た
。 

 

今
村
復
興
大
臣
（
当
時
）
を
追
及
…
復
興
大
臣
辞
任
へ 

大
島 

九
州
男  

震
災
復
興
担
当
の
経
験
を
も
と
に
大
島
九
州
男
は
、
自
然
災
害
と
人
災
の
違
い
を
認
識

し
被
災
者
の
心
に
寄
り
添
え
ば
今
村
復
興
大
臣
の
暴
言
は
出
て
こ
な
い
、
ま
た
、
発
言
を

撤
回
し
て
も
発
言
し
た
事
実
は
い
つ
ま
で
も
被
災
地
・
避
難
者
の
心
に
記
憶
さ
れ
る
と
述

べ
、
今
村
復
興
大
臣
と
被
災
者
の
信
頼
関
係
は
崩
れ
て
い
る
と
指
摘
し
ま
し
た
。 

 

法
案
に
つ
い
て
は
、
除
染
の
費
用
負
担
（
今
回
の
特
例
で
国
が
費
用
を
負
担
す
る
こ
と

に
な
り
、
除
染
者
負
担
の
原
理
に
矛
盾
す
る
の
で
は
な
い
か
。）、
国
民
に
対
す
る
説
明
責

任
（
現
在
行
わ
れ
て
い
る
賠
償
費
用
の
た
め
の
電
気
料
金
の
上
乗
せ
に
は
国
民
の
理
解
を

十
分
得
な
か
っ
た
。
今
回
新
た
に
国
民
に
費
用
が
負
担
さ
れ
る
な
ら
、
国
民
に
理
解
の
で

き
る
十
分
な
説
明
が
必
要
で
は
な
い
か
。）、
被
災
児
童
生
徒
に
対
す
る
い
じ
め
へ
の
対
策

（
今
回
の
今
村
復
興
大
臣
の
発
言
に
よ
る
新
た
な
い
じ
め
の
懸
念
と
対
策
）
を
、
山
本
環

境
大
臣
、
世
耕
経
産
大
臣
、
今
村
復
興
大
臣
、
松
野
文
科
大
臣
に
そ
れ
ぞ
れ
問
い
質
し
ま

し
た
。 

 

大
島
九
州
男
が
関
わ
ら
せ
て
頂
い
て
い
る
水
俣
病
被
害
者
の
皆
さ
ん
が
今
で
も
深
刻

な
被
害
に
苦
し
ん
で
い
る
こ
と
を
鑑
み
、
原
発
事
故
の
被
災
者
の
皆
さ
ん
に
同
じ
思
い
を

さ
せ
て
は
な
ら
な
い
と
の
考
え
か
ら
、
健
康
被
害
の
不
安
を
解
消
す
る
健
康
対
策
を
山
本

環
境
大
臣
に
問
い
質
し
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

最
後
に
、
人
の
心
に
寄
り
添
っ
て
い
か
な
け
れ
ば 

な
ら
な
い
本
来
の
使
命
を
忘
れ
、
心
な
い
政
治
が
繰 

り
広
げ
ら
れ
て
い
る
現
状
を
指
摘
し
、
安
倍
総
理
大 

臣
を
は
じ
め
全
て
の
閣
僚
に
は
反
省
し
根
本
の
考 

え
を
正
し
て
も
ら
い
、
二
度
と
同
じ
被
害
者
を
出
す 

こ
と
の
な
い
国
に
生
ま
れ
変
わ
ら
せ
る
こ
と
を
主 

張
し
、
質
問
を
終
わ
り
ま
し
た
。 

 

今
村
復
興
大
臣
は
４
月
２６
日
辞
任
し
、
後
任
に
吉
野
正
芳

（
衆
院
福
島
５
区
）
氏
が
復
興
大
臣
と
な
り
ま
し
た
。 

『
専
門
職
大
学
等
を
創
設
す
る 

法
律
案
に
関
す
る
勉
強
会
』
を
開
催 

4/11 文科部門 勉強会 

全国専修学校各種学校総連合会とのヒアリング 

4/12 文科部門 会議 

日本私立大学団体連合会・日本私立短大協会 

4/26 文科部門 勉強会 

職業教育・キャリア教育財団とのヒアリング 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ohshima-Kusuo Report 

東
日
本
大
震
災
復
興
特
別
委
員
会 

４
月
１４
日
、
参
議
院 

東
日
本
大
震
災
復
興
特
別
委
員
会
で

は
、
今
村
復
興
大
臣
の
所
信
に
対
す
る
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。 

 

今
村
復
興
大
臣
に
は
、
自
然
災
害
と
人
災
の
違
い
を
認
識

し
て
自
主
避
難
者
に
寄
り
添
う
観
点
か
ら
具
体
的
な
対
策
を

質
問
し
ま
し
た
。
今
村
復
興
大
臣
か
ら
は
、
自
主
避
難
者
は

個
々
に
事
情
が
あ
る
の
で
個
別
具
体
的
に
話
を
聞
い
て
対
応

し
て
い
き
た
い
と
の
答
弁
を
引
き
出
し
、
今
後
も
委
員
会
等

で
確
認
し
て
い
く
と
対
応
し
ま
し
た
。 

今
村
復
興
大
臣
の
見
解
・
復
興
政
策
の
確
認 

○委員会質問要旨○ 

 

①.復興大臣の自主避難者の発言に 

関する認識 
 

②復興大臣の福島県への訪問数 
 

③被災地企業の人材獲得力向上を 

図るための支援策 
 

④福島県の教育旅行の回復状況、成果 
 

⑤帰還困難区域の認識 
 

⑥被災児童・生徒等に対するいじめ防止の 

取り組み 
 

⑦復興大臣の発言から新たないじめ 

発生の懸念の見解 

 

活動 

活動 

ま
た
、
被
災
者
と
触
れ
る
機
会
が
多
く
あ
れ
ば
今
回
の
自
主
避
難
者
に
対
す
る
発
言
が
出
な

か
っ
た
と
い
う
思
い
か
ら
、
今
村
復
興
大
臣
が
福
島
に
ど
れ
く
ら
い
訪
問
し
て
い
る
か
に
つ

い
て
確
認
し
ま
し
た
。 

 

福
島
の
風
評
被
害
に
関
し
て
修
学
旅
行
の
回
復
状
況
を
確
認
し
、
被
災
地
企
業
の
人
材
獲

得
力
向
上
を
図
る
た
め
の
具
体
的
な
支
援
策
を
確
認
し
ま
し
た
。 

 

被
災
児
童
生
徒
に
対
す
る
い
じ
め
に
関
し
て
は
、
４
月
11
日
に
松
野
文
科
大
臣 

 

が
出
さ
れ
た
い
じ
め
の
防
止
に
つ
い
て
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
一

部
『
い
じ
め
の
背
景
に
は
被
災
地
の
状
況
や
放
射
線
に
関
す

る
理
解
不
足
か
ら
く
る
、
大
人
の
配
慮
に
欠
け
る
言
動
が
あ

る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
被
災
さ
れ
た
方
々
、
故
郷
を
離
れ
て

生
活
を
さ
れ
て
い
る
方
々
の
思
い
を
理
解
す
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。
』
を
紹
介
し
、
今
村
復 

興
大
臣
の
見
解
を
質
し
ま
し
た
。 

「未来のための公共」集会に参加 

４月２１日夜、国会前にて、今国会で審議されて

いるいわゆる「共謀罪」の法律に反対する集会に参

加しました。 

大島九州男もマイクを握り、安倍政権の問題点を

指摘しました。 

 

キルギス共和国は、中央アジアに位置する旧ソビエト連邦の共和

制国家です。その在日キルギス共和国大使館のチンギス・アイダル

ベコフ特命全権大使が、大島九州男の会館事務所に表敬訪問されま

した。 

キルギス共和国の現状と課題、日本との関わりについて、大島九

州男と議論し、今後の両国の発展を願い、固い握手を交わしました。 

活動 

キルギス大使 表敬訪問 

日本航空学園グループの合同入学式に参加 

４月９日、日本航空学園グループの合同入学式に参加させて頂きまし

た。 

日本航空高校山梨、日本航空高校石川、日本航空大学校、日本航空専門

学校、東京サテライトを、山梨県、石川県、東京都、北海道の４キャンパ

ス同時ＴＶ中継で行いました。 

大島九州男は、雄飛会連合会会長としてご挨拶させて頂きました。 

委員会 


